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うこともできません。そこで、割れた部
分を補修するために使われたのが漆です。
福井県の鳥浜貝塚からは約 12,000 年前
のウルシの木片の化石、また函館市の
垣ノ島 B 遺跡からは約 9000 年前の漆製
品（漆糸）も見つかっており、日本では
大変古くから漆を活用していたことがわ
かっています。東京都の下

しも

宅
やけ

部
べ

遺跡から
は、漆を接着剤として壊れたところを繕っ
た 4,000〜3,000 年前の土器片が見つかっ
ています。これは「漆継ぎ」の技術が既
に縄文時代から存在していたことを示し
ています。また驚くことに、欠け落ちた
注ぎ口を漆で繋ぎ合わせた上に、その繋
ぎ目に砂の混じった漆を塗って装飾した
注口土器の一部も発見されています。こ
れはまさに、「金継ぎ」の起源といえる
ものです１）。
　奈良時代の 749 年に、現在の宮城県
で日本初の金（砂金）が発見され、こ
こで、金継ぎに必要な、器、漆、金が
出揃うのですが、それでは奈良時代か
ら「金継ぎ」が始まったかというと、
そのような記録は見つかっていません。

金継ぎの歴史②　お茶の文化と漆継ぎ
　インターネット上の多くの金継ぎの
説明には、室町時代に茶道が盛んになっ
て金継ぎが生まれた、というものもあ
りますが、実は千利休（1522〜1591）
が生きていた頃の茶の湯の様子を伝え
る書物『茶

ちゃわしげつしゅう

話指月集』や『茶
ちゃ

道
どう

四
し

祖
そ

伝
でん

書
しょ

』、利休の時代の名物道具を記録した
『山

やまのうえそうじき

上宗二記』などに「金継ぎ」とい

う言葉は出てこないようです。ただし、
「漆継ぎ」は出てきます。織田信長が愛
でた「三日月」という茶壷は、戦乱に
巻き込まれ６つに割れたのを利休が漆
で補修させてから益々価値が上がった
そうです。しかし「三日月」は本能寺
にて焼失してしまいます。現存する漆
継ぎを施された戦国時代の茶碗の中で
も「筒井筒」という茶碗には、有名な
逸話があります。秀吉が愛蔵していた

「筒井筒」を小姓が誤って割ってしまい、
激怒した秀吉は小姓を手打ちにしよう
としますが、そこに居合わせた細川幽
斎が歌を詠んで秀吉の機嫌を取り繕い、
小姓の命も繋がりました。茶碗にはそ
の後漆継ぎ†が施され、現在までその
姿を伝えています。このように、戦災
や人災で割れた茶道具は、漆で修繕さ
れ再活用されることで、それぞれが辿っ
た歴史までも現在に伝えているのです。
　では、「漆継ぎ」はいつから「金継ぎ」
に発展したのでしょうか。本阿弥光悦

（1558〜1637）作の「雪峰」は、焼成
中にできたと思われる大きなひび割れ
を漆で繕い、大胆に金を施してありま
す。最近では「金継ぎ師」という職業
もあるようですが、元々は「塗師」と
いう、漆を扱う専門家が金継ぎを行なっ
てきました。「金継ぎ」が独立した芸術
ではなく、修繕の意味合いの大きかっ
た時代には、いつ、誰によって漆継ぎ、
あるいは金継ぎがなされたか、という
ことは記録に残っていないことがほと
んどです。その点、「雪峰」はその焼成

はじめに
　陶器などが割れてしまった際、「金継
ぎ」という技法で修繕することができ
ます。「金継ぎ」といっても、金自体に
は割れた破片を接ぎ合わせる接着力は
ありません。接着剤として使われてい
るのは漆

うるし

です。しかし漆は、ボンドの
ように瞬時に接着させることはできま
せん。漆は乾くから接着するのではなく、
空気中の水分や酸素を取り込んでゆっ
くりと固まるので、漆で破片を接着す
るためには適度な湿度と数週間から数
か月という時間が必要です。また、生
漆だけでは粘り気が足りないので、多

くの場合、小麦粉を混ぜた麦漆を作っ
て破片を接着させます。このように漆
で破片を繋ぎ合わせたものは「漆継ぎ」
ですが、その後、繋ぎ目に再度漆を塗っ
て、金粉を施せば金継ぎ、銀粉を施せ
ば銀継ぎとなります（写真１）。
　金継ぎや漆継ぎの起源は、実は、縄
文時代に遡ることができるということ
をご存知でしょうか。そして、金継ぎ
は今や Kintsugi としてイギリスでも通
じる言葉になっています。日本におけ
る金継ぎの歴史、そしてイギリスでの
Kintsugi の考え方を御紹介しましょう。

金継ぎの歴史①　縄文時代と漆
　日本では世界的にみても早い時代から
土器が発見されており、青森県の大平山
元遺跡からは、紀元前 13, 000 年頃の土
器片が見つかっています。縄文土器は窯
ではなく、野焼きで作られたため焼成温
度が低く（800 度前後）、もろく、割れ
やすかったと思われます。割れてもすぐ
に代わりを作れるわけではなく（粘土で
土器の形を作ってから野焼きするまでに
数週間の乾燥が必要）、ましてお店で買
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直すのはモノかココロか
〜金継ぎとKintsugi

　2024年12月現在、Amazon UKでKintsugiと入力すると、700件近くものヒッ
トがあります。そこには、金継ぎ関連書籍、金継ぎを模したアート作品、家庭で金継
ぎを体験できる Kintsugi kit（金継ぎセット）など、さまざまなものが表示されます。
日本生まれの修繕の技法である金継ぎが、イギリスではどのように捉えられているの
かを探ります。

† �「筒井筒」には五片を漆で繋ぎ合わせた跡が見え、その後別の部分を金継ぎした跡が認め
られるが、その時期は不明で、当初は漆継ぎだけが施されたと思われる
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中にできたひび割れに漆と金を施した
ということで、茶碗の作成者本人が金
継ぎをした人物であることがわかって
いる稀なケースです。「雪峰」が日本に
おける金継ぎの第一号かどうかはわか
りませんが、お茶の世界でも「金継ぎ」
が施されるようになったのは、「雪峰」
が創り出された江戸時代初期以降なの
ではないかと思われます。

金継ぎの歴史③　江戸時代の焼継ぎ
　モノ、特に陶磁器が壊れるのは、お
茶の世界に限ったことではなく、日常
生活の中ではよくあることです。しか
し、一般家庭の湯飲みや茶碗が壊れた
からといって、それを金継ぎ、あるい
は漆継ぎで直してもらおうと思ったら、
時間も費用もかかり過ぎてしまいます。
江戸時代には「焼継ぎ」という技法が
誕生しました。喜

き

田
た

川
がわ

守
もり

貞
さだ

が 1853 年ご
ろから書き付けた『守貞漫稿』には「焼
き接ぎ師」の説明として、「昔は陶器の
破損は皆、漆で補修したが、寛政（1789
〜1801）の中頃、白玉粉（鉛ガラス粉末）
で焼き接ぐことを始めた。今も貴重な
陶器や茶器の類は、再び窯に入れて焼
くことを好まないので漆で補修して金
粉を粘じる。日用陶器の類は焼き接ぎ
を専らとしている」とあります。「焼継
屋 夫婦喧嘩の わけを聞き」という川
柳もあるので、市井の人々も利用しや
すかったのでしょう。文政 11 年（1814
年）に書かれた『塵

ちり

塚
つか

談
だん

』には「京都
には既にあった焼き接ぎが最近では江
戸にも入ってきて、瀬戸物屋の商いが
減ったほど」とありますので、焼き接

ぎ師は繁盛したようです。
　しかし、開国して近代化されると、
陶器類も大量生産が可能になり、明治
の中頃には焼き接ぎ師の姿も見かけな
くなったようです。そしてその後日本は、
消費時代、使い捨て時代に突入してい
くことになります。

金継ぎの復活
　筆者が子どもだった昭和後半（1970
〜1980 年代）、「金継ぎ」は身近な言葉
ではありませんでした。2001 年１月４
日の日経新聞（夕刊）には「金継ぎ、
壊れた陶磁器漆で修理、リサイクル意
識焼き物にも」という記事がでていま
すが、その中には「不景気も影響か」
とも書かれており、金継ぎには節約の
意味もあったようです。それが 2011 年
の東日本大震災以降は、金継ぎの記事
とともに「思い出をつなぐ」「思い出も
接ぐ」といった表現をよく見かけるよ
うになります。
　最近はお茶の世界だけでなく、一般
の人たちの間にも金継ぎが広く認識さ
れていると感じます。全国にある金継
ぎ教室では、参加者が自分の手で壊れ
たものを繕うことも可能です。最近で
は簡易金継ぎセットに加え、漆を使う

「本格」金継ぎセットも売り上げを伸ば
しているそうで、自宅で金継ぎにチャ
レンジすることもできます。古くから
金継ぎの伝統があり、博物館に行けば

「本物」の金継ぎを見ることができ、あ
るいは愛蔵の金継作品を所有する人も
いる日本では、やはり本物志向が強い
のだろうと思います。

イギリスの Kintsugi
　202 4 年、 イギリスの辞書の権威
Oxford Engl ish Dict ionary に、新
たに 23 の日本語が追加されました。
Tonkatsu（とんかつ）、Karaage（唐
揚げ）や Tokusatsu（特撮）とともに
Kintsugi も追加されたのですが、その
定義には「綿密に破片を繋ぎ合わせ、
継ぎ目に金・銀・プラチナなどの金属
粉をまぶした漆で継ぎ目を埋め、瑕

きず

を
際立たせる日本の陶器の修復技術。ま
た拡大解釈的に、不完全さを受け入れ、
治癒を人間の経験の不可欠な部分とし
て扱うことを特徴とする美観あるいは
世界観、という意味で使われることも
ある」とあります２）。金継ぎの手法に関
する説明は少し曖昧に感じますが、筆
者が面白いと思うのは金継ぎの拡大解
釈のほうです。現代の日本で金継ぎは、
壊れたものを繕う技法、あるいは、その「モ
ノ」から思い出される思い出を大切に
することができる方法、というのが一
般的な解釈だと思うのですが、イギリ
スでは「不完全さを受け入れる」「瑕

きず

と
その治癒の過程を歴史の一部として扱う」
といった、禅的な（？）考え方が前面
に押し出されているように感じます。
　実際、イギリスのインターネット上
で Kintsugi 商品を検索してみると、多
くの商品のパッケージには ‘Nothing 
is perfect, perfection simply doesn’t 
exist.’（完璧なものはない。完璧など
というものは存在しないのだ）とか、 
‘Celebrate imperfection by repairing 
your own ceramics with gold.’（自分の
陶器を金で繕って、不完全を祝福しよう）

といったメッセージが印刷されていま
す。イギリスでは金継ぎの目的は、「モノ」
を直すというより、「モノ」を直すこと
により「ココロ」を癒す、強くすると
ころに重点が置かれているようです。
　この考え方を体現したようなプロ
ジェクトが、2022 年から 2024 年にか
けて行われました。その名も ‘Kintsugi 
People Project（金継ぎ人間プロジェク
ト）’。これは元ケンブリッジ大学講師で
心理セラピスト兼芸術家のキャロル・
ホリデー氏が、写真家のライアン・デ
イビス氏と行なったもので、身体に傷
のある人がボランティアで写真のモデ
ルになり、その写真に写った傷跡に純
金を施してパネルにし、主に大学病院
などで展示するというプロジェクトで
した。このプロジェクトは 2022 年の
ケンブリッジ大学病院であるアデンブ
ルックス病院での展示を皮切りに、オッ
クスフォードやエジンバラの国立病院
の展示スペースで行われました。最初
にこのプロジェクトを知ったときには、

「人間の傷跡に（写真上であっても）金
を施して見せる展示会なんて、金継ぎ
の拡大解釈が過ぎるのではないか」と、
違和感を覚えたのですが、このプロジェ
クトの説明には「Kintsugi とは金など
の貴金属で壊れた陶器を補修する日本
の技術で、これは（心の）内側と外見
の両方の傷が癒えるプロセスにも通じる」
とあります。また、ボランティアでモ
デルになった男性の一人は、「最初、私
は自分の傷跡を忌まわしく不愉快に感じ、
10 代の頃はとても辛かった。しかし、今、
それらの傷は私の一部であり、私の人
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生を語っている」と証言しています３）。
なるほど。それは確かに金継ぎに繋が
る考え方だ、と思えました。

Kintsugi をやってみた
　イギリスのオンラインでは接着剤を
使う簡易金継ぎが主流で、漆を使った
一般向けのセットは見つけられません
でした。扱いが難しいという理由の他に、
イギリス人は日本人ほど漆というもの
に愛着や親しみがないのかもしれませ
ん。簡易金継ぎセットで接着剤として
使われているのは、主に化学薬品を使っ
た接着剤と、カシュー油から採れるウ
ルシオール（カシューナッツはウルシ
科の植物）を使った植物性成分の接着
剤です。後者は食器などの補修にも使
えるというので、筆者も２つに割れた
箸置きを繕ってみることにしました。
　オンラインで注文した金継ぎセッ
ト（写真２）には、‘To make perfectly 
imperfect’ （完璧な不完全を作るために）
と印刷された道具入れの袋が入ってい
ました。小皿にカシュー油由来の接着
剤を取り出し、金色の粉と混ぜ、それ

を箸置きの割れた断面に塗り（写真３）、
２つの破片をぎゅっと押し付けました。
すると継ぎ目から余分な接着剤が押し
出されて太い金色の線を作りました。
伝統的な金継ぎでは、破片を漆で繋ぎ
合わせ、数週間から数か月経ってしっ
かり繋がったら、細い筆で継ぎ目に漆
を塗り、そこに金粉をまぶして継ぎ目
を金色にします。したがって継ぎ目は
細くスムーズで主張し過ぎず、洗練さ
れた仕上がりになります。翻ってイギ
リスの金継ぎでは「不完全を祝福しよう」
といっているぐらいですから、継ぎ目
からたっぷりとはみ出した金色の接着
剤もよし、ということになります。し
かし、筆者の好みとは違っていたので、
はみ出した分の接着剤を布で拭き取り
ました。すると拭き取り過ぎたようで、
２つの破片が離れてしまったので、ま
た接着剤を塗り足したり、拭き取った
りして、その後２、３分でなんとか２
片がくっつきました（写真４）。
　最初は「本物の金継ぎには程遠い」
とか「洗練さが感じられない」などと思っ
ていたのですが、始めると楽しくなっ
てきて、他にも繕ってみたくなりました。
そういえば、何年も前に壊れてしまっ
たのに捨てられなかった陶器のサンタ
クロースの飾りがあったと思い、引っ
張り出してきました。５つに割れた上
にかけらが一つなくなっていましたが、
繋げられるところは繋げて、足りない
ところにも金色の接着剤を塗ってみる
と、割れっぱなしではないので、これ
はこれでよし、というような仕上がり
になりました。クリスマスの飾りなので、

繋ぎ目からたっぷりと金色が見えてい
てもよいかもしれないと思うと、気楽
に kintsugi を楽しめました。繕い終わっ
たサンタさんを何年かぶりにクリスマ
スツリーに飾ってみると、心なしか喜
んでいるように見えました！（写真５）
　だからといって、「私はʻ完全なる不

完全ʼを作り出した」といった実感は
ありませんが、みっともないから捨て
ようかしら、と思っていた箸置きとク
リスマス飾りは、これからも大切に使
いたい、という気持ちが増しました。

終わりに
　日本とイギリスでは、ウルシという
植物や、漆製品に対する愛着や親しみ、
金継ぎに発展する漆継ぎを育んだお茶
の文化の捉え方、政治のあり方や経済
活動の違いなど、さまざまな違いがあ
ります。それでも、今、どちらの社会
でも金継ぎがブームになっているとい
うのは、面白い現象だと思います。金
継ぎで「モノ」を繕って大切にするこ
とも、「ココロ」を癒すことも、両者は
どこかで繋がっていると思います。「モ
ノ」を大切にすることは、人間や生き
ものを大切にすることにも繋がってい
るからです。
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